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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

モモ果実赤点病は、本県および和歌山県で発生が確認されている新病害である。被害果は商品性を著しく低下さ

せるため、早急に防除対策が必要なことから、発生生態の解明や有効な薬剤の選抜を行ってきた。その結果、防除

対策として果実への感染が多い６月下旬～７月中旬にダコレート水和剤1,000倍またはベルクート水和剤1,000倍を散

布することが有効であることが明らかとなった。

(1) 1998年に伊達地方の山間部のモモ園において、中生種の「あかつき」および晩生種の「あぶくま」で着色期ころ

に果実表面に赤色の小斑点を生じる障害が確認された（図１）。2004年以降には伊達地方の平坦部や福島市に

も発生拡大し、早生種の「日川白鳳」以降に収穫される主な品種でも発生が確認されている。

(2) 本病は、 Ellisembia sp.による病害であることが明らかとなり、これまでウメシロカイガラムシの加害症状と誤認

されてきたが、吸汁痕がないので識別できる（図４）。生育適温は25℃～30℃、生育温度は10℃～35℃である。

(3) 伝染源は枝に形成された分生胞子（図２）であり、分生胞子は６月上旬～９月上旬まで飛散し、捕捉数は降雨後

に多くなる傾向を示した（図３）。

(4) 果実への感染は６～７月の梅雨期に多いことから（図５）、６月下旬～７月中旬に、ダコレート水和剤1,000倍また

はベルクート水和剤1,000倍を散布したところ、いずれも防除効果が認められた（表１）。

２ 期待される効果

(1) 防除を実施した場合には、果実被害を無散布の約50％から10％以下に抑制可能である。

(2) 本県ではダコレート水和剤1,000倍とベルクート水和剤1,000倍は、すでに灰星病およびホモプシス腐敗病の防除

薬剤として使用されており、両剤の使用によって本病との同時防除が可能である。

(3) 両者の診断ポイントが明らかとなったことから、診断に基づく防除指導が可能である。

３ 適用範囲

本病の発生が確認されているモモ栽培産地

４ 普及上の留意点

(1) ダコレート水和剤、ベルクート水和剤は使用回数がそれぞれ３回であるため、使用回数を超過しないよう留意す

る。

(2) 本病の伝染源は枝に形成されるため、薬液が主枝先端や樹冠内部まで到達するように、薬液量を十分確保し

て散布する。



Ⅱ 具体的データ等

図１ 被害果実（左；着色開始期、右；着色期） 図２ 分生胞子

図４ 本病の症状と類似したウメシロカイガラ
ムシによる被害果
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図３ 果実赤点病発生樹おける分生胞子の飛散消長（2008年）

降水量

月舘町「あぶくま」

月舘町「紅博桃」

注１）散布は2009年６月25日、７月６日、７月17日の計３回十分量散布した。

注２）防除価は発病度より算出した。

表１　モモ果実赤点病に対する薬剤の防除効果（品種「あかつき」、霊山）

供試薬剤
希釈

倍数

調査

果数

発病

果率(%)
発病度 防除価 薬害

ダコレート水和剤 1,000倍 150 7.3 1.4 91.8 -

ベルクート水和剤 1,000倍 150 6.9 1.2 92.9 -

無散布 - 150 47.3 17.4
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図５ 曝露期間の違いが発生に及ぼす影響（2006年）
注１）品種は「あぶくま」を用いた。

注２）被袋は6月6日に、調査は8月30日に行った。

注３）慣行は7月10日に被袋、8月20日に除袋した。
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